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角野 達也
（太白区）

内藤 隆司
（大崎市区）

遠藤いく子
（青葉区）

•総務企画委員会
•地域活力
　調査特別委員会

三浦 一敏
（石巻・牡鹿区）
•建設企業委員会
　副委員長
•総合観光戦略
　調査特別委員会

天下みゆき
（塩釜市区）

•保健福祉委員会
　副委員長
•いじめ・不登校等
　調査特別委員会

福島かずえ
（若林区）

•経済商工観光委員会
•大震災復興
　調査特別委員会

中嶋　廉
（泉　区）

•環境生活農林水産委員会
•大震災復興
　調査特別委員会

•建設企業委員会
•地域防災
　調査特別委員会

•文教警察委員会
•地域活力
　調査特別委員会

大内 真理
（宮城野区）

•保健福祉委員会
•地域防災
　調査特別委員会

所 属 す る 常 任 委 員 会 ・ 特 別 委 員 会

２
月
定
例
県
議
会（
第
３
５
９
回
）を
終
え
て

　

２
月
17
日
に
開
会
し
た
２
月
定

例
議
会
が
、
３
月
16
日
に
閉
会
し

ま
し
た
。

　

本
議
会
は
、
安
倍
政
権
の
暴
走

政
治
と
国
民
と
の
間
の
矛
盾
が
深

化
す
る
も
と
、
ま
た
震
災
か
ら
６

年
目
を
迎
え
る
中
で
開
か
れ
ま
し

た
。

　

党
県
議
団
は
、
暴
走
政
治
ス

ト
ッ
プ
、「
富
県
戦
略
」
と
「
創

造
的
復
興
」
で
被
災
者
・
県
民
を

置
き
去
り
に
す
る
村
井
県
政
の
諸

問
題
を
明
ら
か
に
し
、
積
極
的
に

論
戦
し
ま
し
た
。

１
、
議
案
の
賛
否
に
つ
い
て

　

今
議
会
に
は
、
１
３
８
の
議
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
党
県
議
団

は
、
予
算
議
案
や
蒲
生
干
潟
に
か

か
る
七
北
田
川
の
河
川
堤
防
、
雄

勝
の
防
潮
堤
２
件
な
ど
全
部
で
29

議
案
に
反
対
を
し
ま
し
た
。

２
、
意
見
書
・

　
　
　
　
請
願
等
に
つ
い
て

（
１
）
意
見
書
に
つ
い
て

　

①
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

へ
の
更
新
制
の
導
入
等
を
求
め
る

意
見
書
②
無
料
公
衆
無
線
L
A
N

（
W
i
︱
F
i
）
環
境
の
整
備
促

進
を
求
め
る
意
見
書
③
今
後
の
通

商
交
渉
に
関
す
る
意
見
書
④
政

治
分
野
へ
の
男
女
共
同
参
画
を
推

進
す
る
た
め
の
法
整
備
を
求
め
る

意
見
書
⑤
性
犯
罪
等
被
害
者
を
支

援
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
等
を
求
め
る
意
見
書

⑥
高
齢
者
も
若
者
も
安
心
で
き
る

年
金
制
度
の
実
現
を
求
め
る
意
見

書
⑦
復
旧
・
復
興
事
業
の
総
仕
上

げ
の
た
め
の
人
材
確
保
を
求
め
る

意
と
見
書
の
、
７
本
の
意
見
書
が

本
会
議
に
提
案
さ
れ
、
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
党
県
議
団

は
、
③
と
⑦
を
提
案
し
ま
し
た
。

（
２
）
請
願
に
つ
い
て

　
「
被
災
者
に
医
療
・
介
護
の
負

担
免
除
継
続
を
求
め
る
請
願
」
が

本
会
議
に
か
か
り
、
わ
が
党
県
議

団
と
み
や
ぎ
県
民
の
声
が
賛
成
討

論
を
し
ま
し
た
。こ
の
請
願
に
は
、

わ
が
党
議
員
団
と
み
や
ぎ
県
民
の

声
、
社
民
党
県
議
団
、
無
所
属
の

会
の
22
名
が
賛
成
し
ま
し
た
が
、

自
民
・
公
明
な
ど
の
反
対
多
数
で

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

（
３
）
そ
の
他

　

閉
会
日
に
「
北
朝
鮮
に
よ
る
弾

道
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
抗
議
す
る
決

議
案
」
を
全
会
一
致
で
採
択
し
ま

し
た
。

　
毎
年
、
県
が
行
っ
て
き
た
仮
設
住
宅
や

災
害
公
営
住
宅
入
居
者
の
健
康
調
査
で

は
、
職
業
に
つ
い
て
「
無
職
」
と
答
え
た

方
が
３
割
を
超
え
、
20
代
～
50
代
の
稼
働

年
齢
層
で
も
多
い
こ
と
が
わ
か
り
、
理
由

を
調
べ
て
対
策
を
打
つ
こ
と
を
求
め
て
き

ま
し
た
。

　
今
議
会
で
２
０
１
６
年
度
の
プ
レ
ハ
ブ

仮
設
住
宅
入
居
者
の
調
査
結
果
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
が
、
無
職
の
理
由
を
質
問
に
加

え
、
15
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
無
職
者
の

33
・
４
％
が
求
職
中
、
16
・
１
％
が
病
気

療
養
中
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

県
は
生
活
困
窮
者
支
援
制
度
等
に
よ
る
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
求
職
中
の
方
に
対

し
て
は
雇
用
対
策
担
当
部
局
と
連
携
し
て

就
労
支
援
を
進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
昨
年
４
月
の
熊
本
地
震
で
は
、
人
手
が

足
り
ず
福
祉
避
難
所
が
充
分
に
機
能
し
な

か
っ
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
避
難
所
等
で
要
援
護
者
の
支
援
を
行

う
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
を
、
既
に
設
置

し
て
い
る
岩
手
県
を
参
考
に
、
宮
城
県
で

も
設
置
す
る
よ
う
提
案
し
て
い
ま
し
た
。

今
議
会
で
、
社
会
福
祉
士
、
介
護
福
祉
士
、

精
神
保
健
福
祉
士
に
呼
び
か
け
て
、
派
遣

の
母
体
と
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
を

２
０
１
７
年
度
上
半
期
に
立
ち
上
げ
る
こ

と
が
質
問
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
私

は
、
保
育
士
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
る
よ

う
更
に
要
請
し
ま
し
た
。

【
仮
設
住
宅
入
居
者
健
康
調
査
を

　
　
　
　
　
「
無
職
者
」
へ
の
支
援
に
結
び
つ
け
る
】

　
宮
城
の
医
療・福
祉
を一歩
ず
つ
前
へ
！

＊「岩手県災害派遣福祉チーム」
・チームの派遣主体：「岩手県災害福
祉広域支援推進機構」（本部長：県
知事、事務局：県社協、福祉関係
団体等で構成、2013年9月に設立）

・（2014年4月現在）研修修了者197
名登録。4〜 6人の混合チーム（高
齢・障害・児童・保育等）で最大
27チーム派遣可能。

・熊本地震、台風10号豪雨で出動。

　
こ
の
間
、
私
が
議
会
で
要
請
し
て
い
た
こ
と
が
一
歩
前
進
し
ま
し
た
。

【
２
０
１
７
年
度
に
災
害
福
祉
広
域
支
援

　
　
　
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
を
立
ち
上
げ
る
】

天
下  

み
ゆ
き  

県
議
会
議
員

　
皆
さ
ま
か
ら
宮
城
県
議
会
に
送
っ
て
い

た
だ
き
一
年
半
。
お
預
か
り
し
た
声
と
想

い
を
全
力
で
代
弁
し
、
具
体
的
な
改
善
を

実
現
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
宮
城
野
区
は
村
井
県
政
・
奥
山
仙
台
市

政
に
よ
る
矛
盾
と
激
動
の
集
注
点
に
な
っ

て
い
ま
す
。

●
宮
城
野
原
地
域
に
は
、
予
算
3
0
0
億

円
（
う
ち
2
7
0
億
円
は
J
R
貨
物
タ

ー
ミ
ナ
ル
駅
移
転
に
使
わ
れ
る
）「
広

域
防
災
拠
点
」
計
画
地
が
あ
り
ま
す
。

長
町
・
利
府
断
層
帯
の
直
近
で
、
い
ざ

と
い
う
時
に
機
能
を
果
た
せ
な
い
こ
こ

と
な
ど
の
、
住
民
に
対
す
る
説
明
会
が

一
度
も
行
わ
れ
て
い
な
い
事
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

●
岩
切
・
燕
沢
地
域
で
は
、
移
転
し
て
く

る
J
R
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
の
た
め

に
、
24
h
a
の
水
田
と
2
つ
の
踏
切
が

潰
さ
れ
ま
す
。
道
路
拡
張
な
ど
必
要
な

対
策
に
つ
い
て
仙
台
市
と
の
す
り
合
わ

せ
が
不
十
分
な
ま
ま
着
工
さ
れ
よ
う
と

し
て
お
り
、
渋
滞
・
内
水
・
騒
音
・
振
動
・

光
害
な
ど
の
様
々
な
被
害
を
誘
引
す
る

懸
念
は
、
2
度
の
説
明
会
で
も
ま
だ
払

拭
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

●
仙
台
港
周
辺
の
蒲
生
地
域
で
は
、
市
民

合
意
の
な
い
ま
ま
石
炭
火
力
発
電
所
が

建
設
さ
れ
は
じ
め
て
い
ま
す
。
電
力
自

由
化
に
伴
い
関
西
電
力
や
四
国
電
力
が

住
友
商
事
な
ど
大
企
業
と
タ
ッ
グ
を
組

ん
で
被
災
地
に
乗
り
出
し
て
い
る
の

は
、
安
い
土
地
と
強
力
な
送
電
線
網
と

い
う
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。
関
西
電
力
が
発
電
し
た
電
気
は
1

ｗ
も
宮
城
県
内
で
活
用
さ
れ
な
い
計
画

で
す
。

●
石
炭
火
力
発
電
所
は
健
康
被
害
や
環
境

汚
染
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
大
量
発
生
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
3
0
0
名
も
の

方
々
が
命
を
失
っ
た
被
災
地
で
あ
り
、

世
界
的
に
有
名
な
生
物
多
様
性
に
富

み
、
渡
り
鳥
渡
来
地
で
あ
る
「
蒲
生
干

潟
」
を
有
す
る
の
が
蒲
生
地
域
。「
電

気
は
東
京
に
、
利
益
は
関
西
に
、
汚
染

は
被
災
地
に
」
と
い
う
開
発
は
、
納
得

で
き
ま
せ
ん
。

　
　
矛
盾
の
集
中
点
で「
住
民
こ
そ
主
人
公
」と

大
内　
真
理  

県
議
会
議
員

矢印が廃止される踏切。迂回路が計画されています


